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今月の表紙 ： ひまわり（津南町）

今月のトピックス

   ▷  県立新発田農業高校

生物資源科動物専攻 実習現場に密着！

   ▷  第8回にいがたオーガニックフェスタ

（阿賀野会場）

   ▷  津南ひまわり広場のかかし展示

モ～っとミルクちゃん参上！

▷  ノウフク・アワード2025 募集中

２０２５

電子版はこちら



県立新発田農業高校 生物資源科動物専攻

実習現場に密着!!

7月１７日（木）、新発田市本間新田にあ
る新発田農業高校長峰農場に伺い、動物専
攻３年生の実習の様子を取材しました。

動物専攻の生徒さんは、牛、馬、豚、鶏の
担当に分かれて、飼育実習に取り組んでい
ます。

校舎から長峰農場までは、学校のバスで
20～30分。この日は午前と午後の実習で
２往復するとのことでした。

＜学校紹介＞
１年次に農業科として入学し、８専攻（作物・野菜・

動物・地域環境デザイン・草花園芸・フラワーデザイ
ン・食品化学・栄養科学）すべてを学習し、２年次よ
り専攻選択別に学習。
＊全校生徒数４６７名
生物資源科（作物・野菜・動物）
２年生５７名、３年生５９名
うち動物専攻２年生１９名（うち女子生徒１９名）

３年生１９名（うち女子生徒１３名）
☆家畜審査競技県大会参加者数 ３８名
乳用牛の部 最優秀賞 １名 優秀賞 ３名
肉用牛の部 優秀賞 ５名 学校対抗の部 １位

牛の飼料は自家製

牛さんチーム

校内唯一の子牛
（つくしちゃん）の散歩

馬さんチーム

ただいま放牧中

放牧後のモグモグタイム
たくさん食べて元気モリモリ

名前：カステラ 性別：牡
年齢：10歳（令和7年時点）
種類：ポニー
  （ポニー×ハフリンガー）
性格：ずる賢い
気性：元気いっぱい
癖 ：噛み付き

体を洗ってもらいご機嫌なカステラ

お部屋をきれいに掃除
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豚さんチーム

お部屋をきれいに掃除

豚の体重測定 ボリスブラウン
95羽飼養中

※ボリスブラウン：
温厚な性格で高品質な
卵を産む茶色羽色の鶏
卵は赤玉

◎鳥インフルエンザ侵入
防止のため鶏舎での取
材は行っていません。

集卵作業後のお仕事
この日は、ほ場の景観作業で
花文字の定植
「Aしばた♡」作成中

作業の手を休め
てハイポーズ！

寄り添う子豚たち

担当の櫻井先生から動物専攻生へひと言

○動物専攻の生徒達は、常に家畜を大切に扱っくれている印象があります。

○基本的に動物が好きで選択している生徒が多数ですが、ペットと産業動物である家畜の違いは理解

した上で、愛情をもって管理実習に取り組んでいます。

○ブタの去勢やニワトリの解体実習でも、割り切って前向きに取り組むことができる生徒達です。

○将来は、家畜や動物関係の仕事に従事する生徒は少ないと思いますが、ウシ、ウマ、ブタ、ニワト

リなどに接し家畜から学んだことを活かし将来を歩んでもらいたいと思います。

あとがき

▽実習の合間に生徒さんに声をかけると、さすが！今の子供たちは昔と違い臆面もなく答えてくれました。

 「3年生だけど卒業後はどうしますか？」の問いかけに、「進学します」、「就職します」、「まだこれ

から決めます」などと元気に返してくれました。

話していくうちに社会情勢や政治についてドキッとするような話をしてくれる生徒さんもいました。

▽生徒さんの中には、就農ではないものの、専攻で学んだ分野に進む生徒さんもいるとのことです。

農業が、就職先の選択肢のひとつになってくれると最高ですが、生き物と過ごした時間が将来の糧に

なることを期待します。

取材にご協力いただいた先生方並びに生徒の皆さん、大変ありがとうございました。
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第８回にいがたオーガニックフェスタ阿賀野会場

北陸農政局は、令和７年７月20日（日）

「第８回にいがたオーガニックフェスタ

阿賀野会場」に参加しました。

  パネル展示では、農林水産省が令和３年

５月に策定した「みどりの食料システム戦

略」及び北陸農政局独自取組「＋みどり計

画」を紹介。

  来場者へリーフレット等を配布し、持続

可能な環境にやさしい農業への理解を促し

ました。

阿賀野市オーガニックビレッジ宣言

加藤阿賀野市長は、「次世代へ引き継げる農業として、環境に配慮した農業を推進

していきます。」と「阿賀野市オーガニックビレッジ宣言」を行いました。

～ 会場の様子 ～
オーガニック農産物の生産者や

オーガニック農産物を使用したカ

フェやキッチンカーが出店。

新潟県内はもちろんのこと、東京

都、神奈川県、長野県、静岡県、福

岡県、遠くは鹿児島県（種子島）の

生産者等も出店し、交流を深めると

ともに、来場者との会話も弾んでい

ました。

北陸農政局 パネル展示

出店と来場者（出店は計34）

今後の「第８回にいがたオーガニックフェスタ」開催は
次ページをご覧ください

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata/photo.html  

新潟県拠点ホームページ「フォト・ギャラリー」で紹介しています。
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「第８回にいがたオーガニックフェスタ」は
以下の会場・日程で開催されます
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新潟県内の過去の受賞団体

【2021年 審査員特別賞】特定非営利活動法人立野福祉会（佐渡市）

【2021年 フレッシュ賞】CuRA！（新潟市江南区）

【2020年 優 秀  賞 】認定・特定非営利活動法人UNE（長岡市）

農福連携等応援コンソーシアム（事務局：農林水産省）は、農福連携に取

り組んでいる優れた事例を表彰する、「ノウフク・アワード2025」の募集

を令和7年8月4日（月曜日）から開始しました。

応募対象は農林水産分野と福祉分野が抱える様々な課題の解決等に貢献し

ている団体等で、募集期間は令和7年8月4日（月曜日）から令和7年9月30日

（火曜日）までです。

農福連携に取り組む優れた事例を表彰！

「ノウフク・アワード2025」エントリー受付中！

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/250804.html 農林水産省HP
プレスリリース
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～ みんなで耕そう ！ 人・地域・未来の豊かな循環 ～

地域において、農林水産業で障害者等の多様な能力が発揮され、農林水産分

野、福祉分野が抱える様々な課題解決や、障害者等の社会参画の実現、地域

農林水産業の維持・発展、更には地域活性化にも貢献している団体等

応募方法

募集期間 令和７年８月４日（月）から令和７年９月30日（火）まで

応募対象

 ノウフク・アワード2025特設サイト 

https://noufuku.jp/award/award2025/

「ノウフク・アワード2025特設サイト」から応募用紙をダウンロードし、

必要事項を記入の上、応募フォームよりファイルをアップロード

して、ご応募ください。その際、自薦・他薦は問いません。

各団体の取組は、「ノウフク・アワード・アーカイブ」で紹介されています。ぜひご覧ください！

 ノウフク・アワード・アーカイブ

（過去の受賞団体の取組）
https://noufuku.jp/award/?archive=1 

ちゅら

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/250804.html
https://noufuku.jp/award/award2025/
https://noufuku.jp/award/?archive=1


防災についての多様な内容のプログラム
にご参加いただけます。

〇 9/6(土）14:30～16:00

「南海トラフ地震などの巨大地震をどのように

 乗り越えるか」

〇 9/7（日）14:30～16:00

 「火山防災の日 啓発イベント ～火山と共に

生きる未来へ～」

お問い合わせ

北陸農政局新潟県拠点では、「現場と農政を結ぶ」業務を通じて、地域の皆様に

タイムリーに農政に関する情報をお伝えするとともに、農業現場の抱える課題や農

政に対する意見をきめ細かに汲み上げ、各種施策につなげていくこととしています。

地域の農業者（地域の担い手や若手農業者、女性農業者など）の方の集まり等で、

「農業施策の〇〇について聞きたい。」といったご要望がございましたら、直接

伺ってご説明いたします。

ご遠慮なく、お気軽に下記へご連絡ください。

北陸農政局新潟県拠点 地方参事官室
〒９５１－８０３５ 新潟市中央区船場町２－３４３５－１
ＴＥＬ ０２５－２２８－５２１６
ホームページ https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html
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「第８回にいがたオーガニックフェスタ阿賀野会場」に行ってきました。

県内外の有機農産物やその加工品を販売するお店が軒を連ね、イベントでしか手に入らないよう

な商品や新鮮な野菜、美味しい屋台グルメなど盛沢山でした。

皆様も、お近くで開催された際に足をお運びいただければ、「美味し・楽しい」が待っていると

思います。（その時には、ぜひぜひ北陸農政局のブースで、アンケートにご参加ください。）

編集後記

防災推進国民大会 2025 in 新潟

防災推進国民大会（通称 ぼうさいこくたい）は、内閣府等が主催し、産学官民の

関係者が日頃から行っている防災活動を発表し、交流する日本最大級の防災イベント

です。2016年から開催しており、2025年（第10回）は、新潟市で開催します。

新潟県は、2004年中越地震等を経験しており、その経験や教訓を次世代に伝え、

将来の災害に備えます。

ぼうさいこくたい 2025 in新潟

詳しくはこちら  ⇒

日 程 2025年9月6日（土）・7日（日）

会 場 朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター

主 催 防災推進国民大会 2025実行委員会

（内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議）

プログラムのご紹介

https://bosai-
kokutai.jp/2025/program/ https://bosaikokutai.jp/2025/ 

ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html
https://bosai-kokutai.jp/2025/program/
https://bosai-kokutai.jp/2025/program/
https://bosai-kokutai.jp/2025/
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